










































































































































































































































































































































































































































































































~； _J;ff哲学的宗教正 fa＼~ヮ守考察 b JJ ＇ラ：日るので、為i ：§＇ ~4~·n陣取：積極哲
学をお呼i主l；番手ごめ積極哲学に希l手番ifo詰ti-v：；事革論み：三色神主張ち持離反応
超薗ずる災！禍左JそFZからの救済lさよみす規建；ぎれた発簡4め歴史Tめ境実在
のである·~： ...γ＇1': ＜川ilclqr:n!il·•}l Jざぷ
以神話£啓示tき-9c誌でのこの主うーな解釈を通じ：壱~－···されまで現実がち？め逃































































( 1 ) Hegel, S忌mtlicheW erke, hrsg. v. H. Glockner, Vodesungen Uber 
die Geschichte der Philosophie, Bd., 19, S. 64 7-64_8. 
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ロマン主義美学の神話解釈に関しでは拙稿「浪漫主義美学についての
一考察一ーその神話解釈の問題をめぐって一一」哲学研究 528号参照。
( 3) これよりさき1792年に寒かれたマギステル論文（Antiquissimide prima 
ma!orum humanorum origine philosophematis Gen. il explicandi 
tentamen criticum et philosophicum）もまた標題が示すように創世記
神話をテーマとするものである。
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